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今月のグッジョブ

［肉用牛改良センター］

優
秀
な
種
雄
牛
を
育
て
、

日
本
一
の
長
崎
和
牛
を

全国トップクラスの

種雄牛を育成する

仕事にGood Job!!

全国トップクラスの種雄牛を育成、

おいしい長崎和牛の原点

　

田
平
天
主
堂
か
ら
徒
歩
１
分
の
場
所
に
あ
る
肉

用
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
。緑
に
囲
ま
れ
た
約　

ヘ
ク

タ
ー
ル
の
敷
地
に
、約
１
５
０
頭
の
牛
が
飼
育
さ

れ
、そ
の
う
ち　

頭
が
種
雄
牛（
品
質
の
高
い
肉
用

牛
を
得
る
た
め
に
精
子
を
提
供
す
る
雄
牛
）で
す
。

　
「
当
セ
ン
タ
ー
で
は
県
内
の
種
雄
牛
を
集
中
管
理

し
、優
秀
な
肉
用
牛
を
つ
く
る
た
め
の
改
良
を
行
っ

て
い
ま
す
。平
成　

年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
た
和
牛

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
言
わ
れ
る「
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
」で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
の
を
は

じ
め
、全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
種
雄
牛
を
育
成
し
て

い
ま
す
。今
年
４
月
に
は
候
補
種
雄
牛
の
能
力
を
判

定
す
る
た
め
に
行
う
検
定
で
、当
セ
ン
タ
ー
の『
勝

乃
幸
』号
が
肉
の
霜
降
り
度
を
示
す
能
力
で
全
国
1

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

た
の
は
松
永
孝
三
所
長
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、職
員
が
県
内
全
域
を
巡
回
し
選

定
し
た
優
秀
な
雄
の
子
牛
を
購
入
し
育
て
ま
す
。そ

し
て
そ
の
牛
の
発
育
、さ
ら
に
は
そ
の
牛
の
子
ど
も

の
肉
質
な
ど
の
調
査
も
行
い
、最
終
的
に
は
こ
の
成

績
に
よ
り
選
ん
だ
優
秀
な
種
雄
牛
を
育
て
ま
す
。そ

の
え
り
す
ぐ
り
の
種
雄
牛
か
ら
採
取
し
た
高
品
質
の

精
液
を
凍
結
し
、壱
岐
や
対
馬
、五
島
な
ど
を
含
む
県

内
全
域
の
畜
産
農
家
へ
年
間
約
４
万
本
が
渡
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
畜
産
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
・
分

析
し
て
肉
用
牛
の
改
良
に
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、新

技
術
の
実
証
と
活
用
、経
営
安
定
の
た
め
の
技
術
指

導
な
ど
、よ
り
良
い
肉
用
牛
の
育
成
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
松
永
所
長
。県
内

の
畜
産
農
家
が
将
来
に
希
望
が
持
て
る
肉
用
牛
経

営
が
で
き
る
よ
う
、５
年
後
、　

年
後
を
見
据
え
た

優
秀
な
種
雄
牛
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
を
目

標
に
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Goo
d J

ob!
!

週に2回採取される精液を４回にわたって厳しく検査しています。
優秀な種雄牛から採取した貴重な精液を、いかに良い品質の状態
で農家の方に使っていただくか、やりがいがある一方で、常にプ
レッシャーも感じています。最先端技術を駆使しながら、日本一の
肉用牛を育成するために頑張ります

改良技術班 井上哲郎

種畜班 石井信一
種雄牛の飼育管理で重要なことは、健康管理、そして雄牛を
ロープ１本で制御できるように「調教」する技術です。最初は言
うことを聞かなかった牛たちが、飼育していく中で大人しくなっ
ていくのを見ると、我が子が成長したときのようなうれしさを感
じます。今後も愛情を持って日々の業務に励みたいです

来年、宮城県で開催される全国和牛能力共進会では、平成24年の大会より上位入賞を目指し頑張っています！
前列の左から３番目が松永所長

いししゅちく い しんいち

しゅ ゆう ぎゅう

さん

さん
てつろういのうえ

採取した精液の検査風景。１回の採取
で約100本分が生産され、マイナス
196℃の液体窒素で凍結保存されます 堂 と々した姿を見せる「勝乃幸」号

中村法道長崎県知事

ま
つ

か
つ

の
さ
ち

な
が
こ
う
ぞ
う

25

24
24

10

　長崎県は全国有数の肉用牛の産地です。
　「長崎和牛」のさらなる振興には、優れた種
雄牛の育成と畜産農家や地域関係者と連携
した生産体制の強化が必要です。
　これからも、県内生産者の所得向上につな
がるよう肉用牛の品質向上に努め、日本一の
産地を目指して取り組んでいきます。


